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事事事事    業業業業    効効効効    果果果果    
 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み    
 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

    

    

    

    

    

    

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある    

    

事業名 介護における地域課題解決の企画立案・推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

佐久ものづくり研究会 

佐久商工会議所内 〒385-0051 佐久市中込 2976-4  tel0267-62-2520 

事業区分 （６）産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ 
ソフト 

総事業費         938,908 円（うち支援金：704,000 円） 

 

①介護における課題の絞り込み 

②課題解決方法のスキル向上 

③企画コンセプトのまとめ 

④佐久地域企業間連携の構築 

※自己評価【    ＡＡＡＡ    】 

【理由】 

課題解決のスキル向上によってコ

ンセプトをまとめることで、介護

に関する 14 件の新製品・新ビジネ

ス企画案を得ることが出来た。 

 

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

①介護における課題の絞り込み 

各方面の有識者による講演会の開催、関連施設の調

査、研修参加メンバーによるブレーンストーミング等に

より、『介護』における課題を絞り込んだ。 

②課題解決のスキル向上と③企画コンセプトのまとめ 

信州大学・和田巧教授による“感性に訴えるデザイン” 

という観点から 14件の新製品・新ビジネス案を得た。 

④佐久地域企業間連携の構築 

 企画セッションに参加した 19 名（10 社）により、将

来の異業種・企業間連携に繋がる関係構築ができた。 

 

本事業では『新進気鋭塾』の最終年度として、これ

まで培ってきた“企業間ネットワーク構築”を活用し

た『介護における地域課題解決の企画立案・推進事業』

に取り組んだ。佐久地域介護現場は、介護ノウハウが

蓄積された良い環境ではあるが、その現場は、腰痛や

臭い等の解決すべき課題や、現場の忙しさという課題

の改善が出来ていない状況にある。また、介護を受け

る側のＱＯＬ(生活の質)の改善も充分とは言えない現

状があり、これらの諸課題を≪産学官医≫で取り組み

解決することを目指した。“講演会”に延べ 224 名、“調

査・見学会”に延べ 60名、“研修（企画セッション）”

に延べ 84名の参加があり、所定の成果が得られた。 

 

Ｈ25年度『地域で育てる企画・開発次期リーダー育成講座』、Ｈ26 年度『経営革新手法のモデ

ル構築と地域企業への導入展開』に続き、今年度の『介護における地域課題解決の企画立案・

推進事業』をもって本事業は完結した。事業効果にも述べた通り、佐久地域における将来の異

業種間・企業間連携を通して今後の佐久地域の製造業振興のために役立てていくこととしたい。 

 


